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はじめに

　前報
1)
では、人体擾乱が排気フードの捕集性能に与える

影響を、フードの捕集率により評価した。その結果、人体

擾乱によりフードの捕集性能が低下するという知見を得ら

れた。これより、作業者による擾乱が発生する実際の厨房

空間では、設計時に排気フードに期待する性能を十分に発

揮できていない可能性が示唆された。本報では、既存の

排気フードに後付けで設置できる付加噴流装置 (HALTON
製 ) に焦点を当て、この付加噴流装置を設置した排気フー

ドの捕集性能について実験により評価を行った。

1. 実験概要

1.1　付加噴流装置

　研究対象である付加噴流装置の略式図を図1に示す。この

付加噴流装置には水平方向と鉛直方向にジェットを吹き出す

小孔があり、水平方向の孔がフードの下端面の少し下に位置

するように取り付ける。ファンから室内空気を吸い込み、吸

い込んだ空気を小孔から鉛直方向下向き及び水平方向内向き

( フード内部 ) に同時に噴出することにより、排気フードの

捕集性能を高めることが期待される。さらに、既存の排気フー

ドに後付けで設置できるため、フードを新しいものに取り換

えるよりもコストを抑えることができ、工期も短くなるとい

うメリットがある。付加噴流装置を設置した排気フードを図

2に示す。

1.2　実験室概要

　実験は前報 1)
と同様の空間で行った。使用した厨房機器も

同様である。実験空間の断面図を図3に示す。本報では、付

加噴流装置のジェットの影響のみを評価するため、装置の

ファンの吸い込み口に内径 149mm、厚さ 1mm、長さ 1m の円

形ダクトを取り付け、排気フードから漏れ出た汚染物を装置

のファンから再捕集しないようにした。

1.3　評価指標

　前報と同様、排気フードの捕集性能を捕集率で評価する。

2.実験条件

2.1　濃度測定点

　捕集率の算出に用いるため、トレーサーガスの濃度を測定

した。捕集率は調理生成物質捕集率と燃焼排ガス捕集率を算

出した。トレーサーガスとして SF6 を鍋面から発生させ調理

生成物質を模擬し、燃焼排ガスは調理機器から発生した CO2

をトレーサーガスとした。濃度測定点も前報
1)
と同様で図3

に示す。捕集率の算出方法は前報に示す通りである。

2.2　測定概要

　実験機器の接続及び測定手順は前報と同様である。

2.3　付加噴流装置

　付加噴流装置の設置状況及び風量は既報 2)
と同様で、装置

を稼働させた場合とさせない場合の 2 条件で実験を行った。

2.4　フード排気量

　前報と同様、フード下端面における面風速をもとに排気量

を設定し、5 条件で実験を行った。

2.5　人体擾乱発生装置

　前報と同様、人体擾乱発生装置を稼働させた場合とさせな

い場合の 2 条件で実験を行った。

3.結果

3.1　擾乱なし条件

　人体擾乱がない条件下における、付加噴流装置の稼働時・

非稼働時の排気フードの捕集率結果を図4に示す。

3.2　擾乱あり条件

　人体擾乱がある条件下における、付加噴流装置の稼働時・

非稼働時の排気フードの捕集率結果を図5に示す。
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4.考察

4.1　擾乱なし条件

　図4より、調理生成物質捕集率に関して、排気量が 40KQ
周辺で付加噴流装置の効果があることがわかる。2 方向の

ジェットによりフードの捕捉・保持効率
3)
が上昇したと考え

られる。また、低排気量で捕集率が下がったのは、水平方向

のジェットがフードの捕捉効果を邪魔したと考えられる。

　燃焼排ガス捕集率に関しては、付加噴流装置を設置するこ

とで捕集率は上昇したが大きな変化はなかった。本報で使用

した寸胴レンジは、鍋面より高い位置にある排気筒から斜め

上向きに燃焼排ガスを排出するため、温度が高く、浮力が大

きいことに加えて、元より燃焼排ガスはフードに取り込まれ

やすく、付加噴流装置の効果が顕著に現れなかったと推察さ

れる。

4.2　擾乱あり条件

　図5より、調理生成物質・燃焼排ガス共に、付加噴流装置

を稼働させることにより捕集率はやや増加していることがわ

かる。前報 1)
の結果より、人体擾乱によりフードの捕集率は

低下することがわかったが、付加噴流は人体擾乱の影響を低

減させ、捕集率を増加させる効果があることがわかった。　

　なお、実際には円形ダクトは設置されないため、排気フー

ドから漏れ出た汚染物が付加噴流装置のファンから吸引さ

れ、捕集率は測定結果よりも向上する可能性がある。

おわりに

　本報では、実験によりフードの捕集率を評価し、フードの

捕集性能を向上させる方法として、付加噴流が効果的である

という知見を得られた。さらに今回使用した付加噴流装置は、

人体擾乱が発生する実際の厨房空間でも有効であることがわ

かった。今後は、ジェットの気流性状の把握及び CFD 解析

による検討が必要と考えている。
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図 5　排気量と調理生成物質捕集率及び燃焼排ガス捕集率との関係 (擾乱あり )

図 4　排気量と調理生成物質捕集率及び燃焼排ガス捕集率との関係 (擾乱なし )
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